平成２１年度　全国鉄構工業協会　青年部会
第３回理事会　議事録
日　時 ： ２００９年10月６日　１１：００～１７：００
場　所 ： 宮城県「ブラザー軒」会議室
出席者 ： 上柿（奈良）、中村（北海道）、伊藤（三重）、松下（愛媛）、吉岡（東京）、牧口（群馬）、福岡（福井）、大井（滋賀）、泉（和歌山）、尾熊（岡山）、

古瀬（長崎）
ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ：田中（鋼構造出版）
　　　　　 猪又（宮城県会長）、栗原（関東ブロック実行委員長）

　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（司会）　松下副会長
1． 開　会
2． 出席者の確認
3． 会長挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　　上柿範兼
世間の状況は更に厳しく今後も我慢の状況は続きそう。もちろん生き残りの為の努力はされていると思うが、何とか乗り切って欲しい旨の挨拶がなされた。

４. 各地ブロック活動報告　≪メーリングリスト送り済。簡潔に報告≫
北海道BC
中村副会長より報告
年明け案件は不透明。物件は無いが、ただ助成金申請会社も今の所無い。
東北BC
猪又会長より代理報告
　　　　　　　山積み、価格共に厳しい状態。

　　　　　　　東北BCよりサミット時に作成された提言書が配布された。

関東BC
牧口理事より報告　
　　　　　　　物件量・価格共に厳しい。

北陸BC
福岡理事より報告
非常に厳しい。今後も価格の上昇は望めない。
中部BC　　　林理事より報告
今後も厳しい受注状況が続きそう。単価も同様かなり厳しい。
近畿BC
　泉理事より報告
　　　　　　　　　仕事全体量は少ない。発注単価の下落が続いている。
中国BC　　　尾熊理事より報告
各県FABとも工事確保が出来ていない状況。価格も厳しい。
四国BC
松下副会長より報告
各県とも手持ち工事が無い状況。他県からの進出が著しい。
九州BC
古瀬理事より報告
工事量は乏しい。

九州BCより会員登録料の見直しを図って欲しい旨の説明がなされた。

　　　　　　　　　理事会側から来期より４月１日付けの会員数で登録。各都道府県に請求書の発行をするとの回答がなされた。

4． 助成金申請について

　　　中部ブロックより申請　　メインテーマ「心技体」

　　　　　　　　　　　　　　　心身共に健全な状態を保てるようなレクレーション形式で行う旨の報告がなされた。理事会にて承認。

　　　近畿ブロックより申請　　メインテーマ「挑戦する心」

　　　　　　　　　　　　　　　ワンハンドプロゴルファーの講演。理事会にて承認。

5． 鉄構技術展総括とチャリティーの報告

　　　・上柿会長よりUSB完売の御礼がなされた。

　　　・２４時間テレビに２０万円の寄附完了の報告。残り４０万円の寄附先を検討し、次回理事会にて決定する旨報告がなされた。

・溶接欠陥サンプルは興味を持たれた来場者が多く居たので更に活用して欲しい。

・フォーラム時に「適正なグレードのご指示と発注を」との意見を述べたが「ソフト面でMとR.Jでは格差が有り過ぎる」との回答があった旨の報告がなされた。

　今後業界で取り組むべき課題である。

７．W.G討議及び報告
経営ワーキンググループ：中村副会長より報告
・雇用助成金の実施状況の調査を行う。
　　・各社の実績を情報提供頂き、次回総会で提示出来るようにしたい。
交流ワーキンググループ：松下副会長より報告
・鉄骨１１０番について。過去の項目を収集し、会長会議で発表する。

・今後の取り纏めは各ブロックにて行う。今後９題程度必要になる。
　　・今後の交流の一助になるように交流実績の取り纏めを行う。

　　　　　　　
総務・HPワーキンググループ：伊藤副会長より報告
・名簿・ブログをHP上でPDFにて構築する。

８．次回総会準備の進捗説明　

　関東ブロック、栗原実行委員長より報告がなされた。

　開催会場詳細・時間配分・予算書の提示・出席来賓の確認の資料が配布された。

　

　　

９．閉　会
　次回理事会の開催　
「第４回理事会」２００９年１２月５日（土）　１１：００～
　　　　　　　　愛媛県：松山市
議事録作成：大井（滋賀）
